
愛
と
復
興

議
会
だ
よ
り

■主な内容

6月会議   一般会計 1億7,000万円を追加補正 …  2
国保税改正 賛否分かれるも原案可決 ……………  5
常任委員会の活動報告 …………………………………  6
視察研修報告・南会津郡議員大会開催 …………  7
議会全員協議会における調査活動報告 …………  8
一般質問 ……………………………………………………  10
聴かせてくんつぇ 議員の突撃インタビュー …………  19

No.132
平成25年 8月 2日発行

発行：福島県南会津郡只見町議会
編集：只見町議会広報特別委員会
〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591番地30
TEL.0241–82– 5300　FAX.0241–82–5222
E-mail:gikai@town.tadami.lg.jp

2013 AUGUST

みんなで楽しくおやつタイム
6月17日の放課後、只見小学校 1年生から 5年生13人で青少年旅行村を散策し、自然とふれあいました。



一般会計
歳入・歳出
一般会計
歳入・歳出 7,000万円を7,000万円を1億1億 追加補正！追加補正！一般会計
歳入・歳出 7,000万円を1億 追加補正！

6月定例会
第2回会議開催

〈24年度一般会計決算〉
実質収支1億8,100万円、うち財政調整基金へ1億円積立、
残余8,100万円を翌25年度へ繰越

克雪対策事業補助金
700万円（25件分増額）

予算総額 2,700万円（85件分）
住宅屋根の改良、融雪施設の設置など、克雪のための設
備資金の利子を補給する克雪対策事業補助金の追加補正
を可決し、合わせて2,700万円の予算となりました。

除雪支援保険
事業補助金

2,400万円
予算総額 3,000万円
冬の高齢者世帯の生活を守る除雪
支援事業を請け負う新規事業者の
申請増加により、除雪機械購入補
助金の追加補正を可決し、当初予
算と合わせ3,000万円の予算とな
りました。朝日地区に新規事業者
が増え計24事業者の予定です。

小規模特別養護老人ホーム
道路測量設計委託他

1,200万円
予算総額 2,648万円

長浜地区に建設予定の小規模特別養護老人ホームに係る
道路測量設計費、用地買収予算を追加補正し、可決しま
した。

目黒町長からの平成24年度の出納閉鎖の結果報告概要

+
+

+

行政機構改革
審議委員報酬

22万3,000円
現在の「行政改革大綱」（町が効率的な
行政を進めるための指針）は、今年度
でその期間が終了となるため、来年度
から今後10カ年の新たな指針を作る行
政改革審議会委員報酬を可決しました。

会津只見考古館
屋根の修繕

60万円
豪雪によっていたんだ屋根の修繕予
算を可決しました。

災害弔慰金
500万円

昨年の記録的豪雪により被害にあわれ
亡くなられた方々への災害弔慰金が上
程され、可決しました。
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6
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
7
日
間
、
定
例
会
議
が
開
か
れ
、

目
黒
町
長
か
ら
平
成
24
年
度
の
出
納
閉
鎖
の
結
果
を
含
め
た
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
1
億
7
千
万

円
の
内
容
は
、
歳
入
で
、
前
年
度
繰
越
金
の
他
、
町
税
、
諸
収
入

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
補
正
、
歳
出
で
、
行
革
審
議
会
の
発
足
や

雪
対
策
関
連
事
業
お
よ
び
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
な
ど

で
、
予
備
費
に
は
9
千
4
百
万
円
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
毎
年
6
月
に
審
議
さ
れ
る
国
保
税
率
の
改
正
議
案
な
ど
、
提

案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
歳
出
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
取
り
上

げ
、
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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+
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用語解説
実 質 収 支……収入から支出を差し引き翌年度に繰り越し

できる財源
財政調整基金…計画的な財政運営をするための預金
出 納 閉 鎖……地方公共団体の会計処理において、当該年

度の歳計現金（歳入歳出に属する現金）の
移動を全て終了し、出納を完結させること



企業誘致および立地促進条例を可決
―事前の土地の確保も重要

4

地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
別
の
事
情
で
年
度
内

に
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

そ
の
例
外
と
し
て
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
経
費

の
支
出
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

只
見
町
で
は
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の
影

響
に
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
が
年
度
内
に

で
き
な
く
な
っ
た
も
の
、
災
害
復
旧
事
業
が
集

中
し
た
た
め
、
作
業
員
や
資
材
の
不
足
な
ど
で

年
度
内
に
工
事
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
な
ど
が

6
月
会
議
に
お
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

23年度より 25年度に繰り越された事業

事業や箇所 繰　越　額 理　　由

町 道 真 奈 川 線 整 備 事 業 589万円
災害復旧事業を優先させたため年度内完
了が困難となった。

農地農業用施設災害復旧事業
（坂田・只見・蒲生の農地） 4,210万円

作業員、資材等の不足、他事業との調整
により年度内完了が困難となった。

林道災害復旧事業（塩沢線、小
塩・塩ノ岐線他） 7,290万円 同　上

公共土木災害復旧事業（楢戸橋、
町道黒谷三号線） 1億9,770万円 同　上

本条例は、只見町内への企業誘致を促進する
ため、必要な奨励措置を講じ、雇用機会の拡大
と産業振興を図るために策定された条例です。
町当局は当初、建築面積500㎡以上という面

積用件を条例に入れて提案してきました。しか
し、そのような大規模な建築物を必要とする業
種は製造業が主であり、近年では特に大きな施
設を必要としない業態も増えてきているなかで、

今後町が誘致を進めるにあたり企業業種の幅を
狭めることにならないか、面積用件を外すこと
はできないか、との議論を重ねました。結果、
この面積用件を外した上で、6月第 2回会議で
本条例が提案され、可決に至りました。
なお、質疑では現在策定中の「只見町土地利
用計画」に将来の企業誘致を想定した土地につ
いて検討すべきとの意見が出ました。

災害復旧事業など翌年度に繰り越す

林道が崩壊し容易に近づけない黒谷ゴムダムの様子
ヘリコプターによる豪雨災害の被害状況視察時に撮影



質
疑
応
答

国保税改正
町当局より一人当たり
平均 5,000円の増額改正を提案

賛否分かれるも原案可決！
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高
額
医
療
費
の
増
え
た
原
因
究
明
、
対
策
は
さ
れ

て
い
る
か
？

数
件
の
高
額
療
養
費
の
世
帯
が
あ
る
。
町
と
し
て
、

個
人
個
人
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

❖　
　
　

❖

反
対
討
論　

山
岸
フ
ミ
子
議
員

国
保
税
増
額
を
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
高

額
医
療
費
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た
平
均
年
収
が
ア
ッ
プ
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

災
害
復
旧
に
関
係
す
る
事
業
な
ど
に
お
い
て
は
ア
ッ
プ

し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
関
係
が
な
い
町
民
も
多
数
お
ら
れ
、

あ
く
ま
で
平
均
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
国
保
税
の
7

割
軽
減
世
帯
へ
の
税
率
ア
ッ
プ
を
含
む
、
本
改
正
案
に
は

納
得
で
き
な
い
。
基
金
を
取
り
崩
し
て
も
据
え
置
く
べ
き

で
あ
り
、
当
案
に
は
反
対
す
る
。 

❖　
　
　

❖

賛
成
討
論　

目
黒
仁
也
議
員

被
保
険
者
の
減
少
、
医
療
費
の
増
大
、
交
付
金
が
約

5
0
0
0
万
円
減
額
す
る
見
込
み
の
な
か
で
、
住
民
負

担
を
抑
え
る
ぎ
り
ぎ
り
の
提
案
だ
。
医
療
費
削
減
を
目
指

す
新
た
な
構
想
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
な
ど
今
後
の
対
策

も
尊
重
し
賛
成
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
基
礎
税
額
と
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
を
支
え
る
支
援
金
を
合
算
し
た
も
の
が
税
額
と
な

り
、
40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
に
は
介
護
分
も
加
算
さ
れ

ま
す
。町

当
局
が
示
し
た
改
正
案

①
医
療
費
の
増
な
ど
か
ら
基
礎
税
額
分
は
多
少
増
額

が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

②
黒
字
で
あ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
税
率
は
下

げ
る
。

③
黒
字
で
あ
る
介
護
納
付
金
分
は
税
率
を
据
え
置
く
。

こ
れ
ら
三
つ
を
調
整
し
一
人
約
5
0
0
0
円
の
増
額

改
定
案
が
示
さ
れ
、
質
疑
・
討
論
を
経
て
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

国
保
税
の
徴
収
に
お
い
て
、
保
険
証
の
取
り
上
げ

や
無
理
な
取
り
立
て
は
し
て
な
い
か
？

滞
納
者
に
は
短
期
の
保
険
証
を
発
行
し
て
い
る
。

個
別
の
納
税
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
院
に

か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
充
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で

す
が
、
そ
の
財
源
を
負
担
し
合
う
保
険
者
の
減
少
や
医
療

費
の
増
加
な
ど
で
増
税
が
必
至
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

無
理
な
取
り
立
て
は
し
て
い
な
い
か
？

問

問

答

答



杉
沢
に
誘
致
さ
れ
た
㈱
ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ
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理
す
る
と
共
に
、
多
方
面
に
わ
た
り
有
効

活
用
を
図
ら
れ
た
い
旨
、
報
告
い
た
し
ま

し
た
。

只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
の

再
利
用
に
関
す
る
調
査

開
発
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、「
再
利

用
を
検
討
す
べ
き
」
と
い
う
委
員
会
の
意

ら
1
社
が
決
定
し
た
段
階
で
、
設
計
が
決

定
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

基
本
設
計
は
、
9
月
末
ま
で
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
、
積
雪
対
策
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
規
模
や
構

造
を
検
討
し
、
設
計
に
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
当
局
と
当
委
員
会
で
は
、

参
考
ま
で
に
木
材
を
多
用
し

た
庁
舎
で
有
名
な
高
知
県
梼ゆ
す

原は
ら

町
の
役
場
庁
舎
を
視
察
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
町
民
の
利

便
性
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、

災
害
時
の
多
目
的
利
用
な
ど

の
検
討
も
重
要
と
の
委
員
会

の
見
解
を
取
り
ま
と
め
、
報

告
い
た
し
ま
し
た
。

見
を
踏
ま
え
、
町
当
局
で
は
、
再
利
用
の

た
め
の
耐
震
補
強
を
含
め
た
改
修
工
事
予

算
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
当
委

員
会
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

重
要
案
件
で
あ
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
議

会
全
員
協
議
会
で
議
論
す
る
こ
と
を
当
委

員
会
と
し
て
結
論
づ
け
、
報
告
い
た
し
ま

し
た
。

 

（
全
員
協
議
会
の
記
事
を
参
照
）

只
見
町
企
業
誘
致
お
よ
び
立

地
促
進
条
例
に
関
す
る
調
査

町
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
本
条
例
に
つ

い
て
は
、
誘
致
お
よ
び
立
地
促
進
奨
励
支

援
の
内
容
が
企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も

の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
近
隣
町
村
で
は
す
で
に
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
の
特
徴
を
出
せ

る
よ
う
な
内
容
を
十
分
に
検
討
し
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
奨
励
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
面
積
要
件
を
緩
和
し
、
幅
広
い
企

業
が
取
り
組
め
る
よ
う
な
条
件
と
す
べ
き

で
あ
る
と
意
見
を
付
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
町
当
局
と
し
て
は
、
本
条
例
の
目
的

を
遵
守
し
、
取
り
組
む
姿
勢
を
明
確
に
整

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査

役
場
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
基

本
設
計
を
行
う
業
者
が
全
国
34
社
の
中
か

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

高
知
県
梼
原
町
の
役
場
庁
舎
の

視
察
状
況
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南
会
津
郡
議
員
大
会
が
下
郷
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

只
見
町
か
ら
3
件
の
要
望
を
提
案
し
ま
し
た
。

◆
河
川
流
水
占
用
料
の
還
元
交
付
を
求
め
る

河
川
流
水
占
用
料
と
は
、
地
域
固
有
の
財
産
で
あ
る
河

川
を
使
っ
て
い
る
こ
と
で
発
生
す
る
料
金
の
こ
と
で
す
。

法
律
上
、
都
道
府
県
に
納
付
さ
れ
る
た
め
、
福
島
県
が
地

域
振
興
の
た
め
に
関
係
す
る
自
治
体
へ
交
付
金
制
度
を
創

設
し
、
地
域
振
興
を
図
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

◆
県
道
小
林
・
舘
ノ
川
線
未
改
良
区
間
の
整

備
並
び
に
冬
期
間
の
完
全
通
行
確
保

国
道
が
雪
崩
や
落
石
等
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
っ
た
場

合
の
迂
回
路
と
な
る
べ
く
、
未
改
良
区
間
の
整
備
お
よ
び

冬
期
間
の
完
全
通
行
確
保
を
要
望
し
ま
し
た
。

◆
平
成
23
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の

早
期
復
興
支
援

只
見
町
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
や
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
風
評
被
害
が
、
地
域
経
済
や
観
光
客
激
減
に
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
ま
す
。
早
期
の
復
旧

復
興
無
く
し
て
、
只
見
町
の
将
来

は
な
い
と
考
え
、
安
全
な
河
川
断

面
の
確
保
、
国
に
対
す
る
発
電
用

ダ
ム
の
恒
久
的
な
安
全
対
策
の
働

き
か
け
、
JR
只
見
線
の
早
期
全
線

開
通
、
公
共
事
業
の
円
滑
な
実
施

と
災
害
復
旧
施
行
年
限
の
柔
軟
な

適
用
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

と
も
あ
り
、
南
会
津
地
方
で
は
こ
の
ク
ロ
ー

ズ
ド
型
処
分
場
を
検
討
中
の
た
め
、
こ
ち
ら

を
視
察
し
ま
し
た
。
屋
内
施
設
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
満
杯
に
な
っ
た
施
設
は
、
後
に
運

動
施
設
や
水
耕
栽
培
の
施
設
等
と
し
て
有
効

活
用
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
具
体
的
に
ど
の
町
の
ど
の
場
所

に
ど
の
よ
う
な
施
設
を
作
る
か
、
と
い
う
議

論
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
施
設
は
常
に
住
民
に
疎
ま
れ
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
ど
こ
に
施
設
を
作
る
の
か
、

と
い
っ
た
問
題
だ
け
で
も
多
大
な
難
し
さ
を

伴
う
用
地
選
定
、
導
入
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

視
察
内
容　

各
町
村
議
会
と
も
、
専
用
階
を

設
け
議
会
審
議
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
る
。
只
見
町
議
会
に
お
い
て
も
、

集
中
審
議
で
き
る
環
境
を
備
え
た
施
設
整

備
を
図
っ
て
い
く
べ
く
、
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

6
月
4
日
、
長
野
県
山
形
村
に
お
い
て

「
一
般
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。
現
状
で
は
、
他
県
の
処
分

場
へ
運
搬
し
て
処
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
の
、
基
本
的
に
各
自
治
体
が
自
主
処
理

す
る
よ
う
に
勧
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
独
自

の
処
理
場
を
持
つ
こ
と
は
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

従
来
の
処
分
場
は
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
（
屋

外
）
型
処
分
場
で
す
が
、
山
形
村
は
日
本
で

初
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
（
屋
内
）
型
処
分
場
」

を
設
置
し
た
自
治
体
で
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
と

し
て
国
内
初
の
国
庫
補
助
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
環
境
へ
の
配
慮
や
豪
雪
地
帯
と
い
う
こ

視
察
日
時　

平
成
25
年
5
月
23
日
〜
24
日

視
察
目
的　

議
会
機
能
並
び
に
議
会
運
営
の

充
実
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
に
関
す
る

調
査

視
察
箇
所　

山
形
県
西
川
町
議
会
、
大
石
田

町
議
会
、
山
辺
町
議
会
、
飯
豊
町
議
会

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

環
境
衛
生
組
合
視
察
研
修

活
動
報
告
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

視
察
研
修
報
告

提
案
内
容
を
説
明
す
る
中
野
議
員

64 下郷町
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な
こ
と
は
な
る
べ
く
し
た
く
な
い
方
針
。

■
議
員
か
ら
の
意
見

も
う
少
し
将
来
を
見
据
え
て
町
づ
く

り
を
し
て
行
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

3
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
同
じ
よ
う
な
も
の

を
建
設
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し

コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
内
に
人
口
を
集
中

さ
せ
る
よ
う
な
居
住
推
進
の
方
が
い
ろ

い
ろ
な
面
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑

え
ら
れ
、
将
来
の
た
め
に
な
る
の
で
な

い
か
。

　町
内
4
か
所
の
候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
、そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
に
適
し
た
発
電
用
水
車
の

種
類
・
発
電
能
力
・
費
用
・
発
電
電
力
の

利
用
先
施
設
候
補
等
の
提
案
を
受
け
ま
し

た（
今
年
度
1
カ
所
整
備
予
算
が
あ
り
ま
す
）。

■
議
員
か
ら
の
意
見

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
検
討
す
る
課
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
只
見
町
は

「
自
然
首
都
・
只
見
」
を
掲
げ
、
ま
た

認
証
を
目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

り
組
み
の
た
め
、
慎
重
か
つ
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め
て
欲
し
い
。

■
議
員
か
ら
の
意
見

今
後
の
町
の
在
り
方
を
含
め
、
地
域

住
民
と
一
緒
に
協
議
を
し
て
改
修
か
新

築
か
を
再
検
討
す
べ
き
。

本
内
容
は
、
平
成
25
年
3
月
会
議
に
お

い
て
予
算
特
別
委
員
会
で
、
町
の
住
宅
政

策
を
再
考
す
る
よ
う
意
見
を
付
し
た
事
業

に
つ
い
て
で
す
。

●
只
見
地
区
の
町
営
住
宅
は
昭
和
40
年
代

に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
老
朽
化

し
て
い
る
た
め
新
し
い
住
宅
提
供
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
只
見
小
学
校
の
児
童
数
が
町
内

で
最
も
少
な
く
、
複
式
学
級
も
あ
る
た

め
、
よ
り
子
育
て
世
代
の
居
住
を
推
進

し
て
い
く
策
が
必
要
。

●
只
見
地
区
で
は
、
現
状
、
町
所
有
の
ま

と
ま
っ
た
土
地
が
あ
る
の
は
舘
ノ
川
地

内
の
み
。
農
地
を
転
用
し
て
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
を
衰
退
さ
せ
る
よ
う

害
に
遭
っ
た
人
た
ち
の
話
を
数
多
く
聞

き
、
今
後
の
災
害
対
応
に
役
立
て
て
頂

き
た
い
。

滝
ダ
ム
の
管
理
区
域
の
堆
砂
が
あ
り
、

河
床
が
高
く
な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る

こ
と
が
地
域
住
民
か
ら
多
く
聞
か
れ
て

い
た
な
か
で
今
回
の
水
害
が
起
こ
っ
た
。

や
は
り
河
川
管
理
に
問
題
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

通
知
・
通
報
の
遅
れ
が
、
避
難
や
動

産
等
の
整
理
・
移
動
を
遅
ら
せ
、
被
害

が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

●
耐
震
改
修
し
た
場
合
：
約
6
億
円
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
内
部
の
鉄
筋
に
錆
が
発
生

し
て
、
部
分
的
に
は
推
定
強
度
を
下
回

る
箇
所
も
あ
る
）

●
取
り
壊
し
、
規
模
を
縮
小
し
て
再
建
築

し
た
場
合
：
Ｒ
Ｃ
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
）
＝
約
4
億
円
、
木
造
＝
約

3
・
5
億
円

●
現
在
あ
る
デ
ー
タ
に
基
づ
き
検
証
す
る

な
か
で
は
問
題
点
は
な
く
、「
ダ
ム
に

よ
る
堆
砂
の
影
響
は
五
礼
橋
下
流
に
と

ど
ま
る
」（
五
礼
橋
上
流
の
堆
砂
は
、
ダ

ム
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
自
然
堆
砂
）。

●
現
在
の
河
川
は
平
成
23
年
7
月
の
新

潟
・
福
島
豪
雨
災
害
と
同
等
の
規
模
に

よ
る
出
水
に
対
応
で
き
る
流
下
能
力
を

持
た
な
い
。

●
予
期
せ
ぬ
降
水
量
に
よ
り
、
規
定
外
の

操
作
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

●
情
報
取
得
、
情
報
管
理
体
制
の
不
足
に

よ
る
、
予
期
せ
ぬ
事
態
へ
の
対
応
が

滞
っ
た
。

●
「
結
果
に
対
す
る
考
察
」
や
「
今
後
改

善
、
検
討
し
て
い
く
べ
き
こ
と
の
提

案
」
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
員
か
ら
の
意
見

数
値
や
科
学
的
検
証
の
み
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
も
う
少
し
災

議
会
議
員
全
員
で
、
調
査
研
究
・
協
議
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

議
会
全
員
協
議
会
に
お
け
る
調
査
活
動
報
告

町
独
自
に
依
頼
し
た

豪
雨
災
害
の
調
査
報
告

開
発
セ
ン
タ
ー
の

今
後
に
つ
い
て
の
報
告

舘
ノ
川
定
住
促
進
用

宅
地
造
成

小
水
力
発
電
事
業
の

推
進
に
つ
い
て



9

農
道
橋
「
田
沢
向
農
道

橋
」
の
早
期
復
旧
の
お

願
い
に
つ
い
て

陳
情
書
取
り
下
げ
を
採
択

本
本
件
は
、
3
月
1
日
布
沢
区
長
か
ら
陳
情
が

あ
り
ま
し
た
が
、
復
旧
の
見
通
し
が
立
っ
た
た
め

4
月
23
日
に
取
り
下
げ
の
要
望
が
出
さ
れ
、
妥
当

と
判
断
し
採
択
と
し
ま
し
た
。

除
雪
作
業
に
つ
い
て
は
、
大
変
な
労
力
を
費
や
さ

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
安
心
、

安
全
な
生
活
を
送
ら
れ
る
た
め
に
も
豪
雪
地
帯
に

お
け
る
一
軒
家
対
策
と
し
て
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
除

雪
が
可
能
な
道
路
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
と

し
て
採
択
し
ま
し
た
。

町
道
「
下
福
井
根
木
屋

線
」
龍
泉
寺
〜
沢
口
間

の
拡
幅
改
良
に
関
す
る

陳
情

採
択
の
理
由

本
件
は
、
陳
情
の
町
道
の
幅
員
が
狭
く
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
日
常
の
通
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
特
に
冬
期
間
と
な
る
と
さ
ら
に

幅
員
が
狭
く
な
り
、
見
通
し
が
き
か
な
く
な
る
う

え
、
車
の
す
れ
違
い
が
で
き
な
く
な
る
状
態
と
な

り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
も
通
り
、
地
区
に

と
っ
て
は
重
要
な
路
線
で
あ
り
安
全
通
行
が
で
き

る
よ
う
拡
幅
改
良
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
の
現
地
調
査
の
結
果
、
陳
情
の
道
路

は
、
幹
線
用
水
路
に
沿
っ
て
造
っ
た
道
路
で
あ
る

た
め
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
お
り
さ
ら
に
狭
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
期
間
は
、
見
通
し
が
利
か

な
く
危
険
な
状
態
と
な
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
陳
情
区
間
の
道
路
改
良
が
進
め
ば
危
険
な
状

態
が
回
避
で
き
、
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
日
常
的
な

通
行
が
で
き
る
も
の
と
判
断
し
採
択
と
し
ま
し
た
。

黒
谷
入
地
区
の
船
木
吉

正
宅
へ
の
町
道
整
備
に

関
す
る
陳
情

採
択
の
理
由

本
件
は
、
冬
期
間
に
除
雪
を
し
て
い
る
町
道
ま

で
約
20
数
メ
ー
ト
ル
を
自
力
で
道
付
け
を
し
て
き

た
が
、
高
齢
に
な
り
毎
年
難
儀
を
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
除
雪
が
可
能
な
道
路

整
備
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
当
委
員
会
で
の

現
地
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
高
齢
者
世
帯
で
の

あの陳情の行方と結果

採 択

採 択

採 択

町道「下福井根木屋線」黒谷龍泉寺～沢口間の視察

黒谷入、船木吉正宅の道路状況の視察



6
月
議
会
一
般
質
問

こ
の
町
を
想
い
、町
政
を
問
う

10

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
各
種
検
診
の

無
料
化
・
助
成
は
す
で
に
実
施
し
て
い
る
。

た
だ
、
ガ
ソ
リ
ン
代
等
の
直
接
的
な
支
援

は
好
ま
し
く
な
い
。
働
い
て
得
る
と
い
う

営
み
を
経
て
生
活
向
上
に
繫
が
る
施
策
を

考
え
て
い
く
。
地
域
の
底
上
げ
、
地
域
活

性
化
・
産
業
振
興
・
住
民
福
祉
の
向
上
が

大
切
で
あ
る
。
Ｉ
・
Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
の

定
住
環
境
の
充
実
や
子
育
て
を
支
援
す
る
、

さ
ら
な
る
町
独
自
の
財
政
出
動
を
平
成
26

年
度
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

の
山
地
河
畔
林
が
あ
り
、
写
真
撮
影
や
写

生
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

伊
南
川
右
岸
の
県
道
周
辺
の
森
林
・
景
観

整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
地
域
の
自
然
景

観
に
溶
け
込
む
形
で
、
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
た
家
屋
、
集
落
の
景
観
を
で
き
る
だ
け

維
持
保
存
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

ど
を
通
し
て
、
こ
の
不
利
さ
を
軽
減
し
て

い
く
意
志
は
あ
る
か
。

町
　
長　

保
育
料
の
低
減
策
や
中
学
校
卒

石
橋
議
員　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
行
い
、
町

の
活
性
化
や
観
光
誘
客
を
図
る
の
か
。
地

元
資
源
を
利
活
用
し
た
只
見
ら
し
い
圧
倒

的
に
綺
麗
で
エ
コ
な
町
並
み
づ
く
り
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

町
　
長　

伊
南
川
流
域
の
景
観
修
復
を
実

施
す
る
。
雪
食
地
形
や
モ
ザ
イ
ク
植
生
を

望
め
、
水
辺
域
に
は
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
な
ど

町
　
長　

平
成
26
年
度
採
用
職
員
か
ら
対

象
年
齢
を
40
歳
以
下
と
す
る
。
保
育
士
は
、

す
で
に
引
き
上
げ
た
年
齢
で
公
募
中
で
あ

る
。

負
担
は
若
者
世
代
や
特
別
低
収
入
で
は
な

い
世
帯
に
と
っ
て
も
同
様
に
負
担
で
あ
り
、

積
極
的
に
定
住
促
進
を
働
き
か
け
る
難
し

さ
が
あ
る
。
町
の
取
り
組
み
、
お
よ
び
県

や
国
へ
の
補
助
・
税
制
上
の
働
き
か
け
な

石
橋
議
員　

12
月
会
議
で
の
一
般
質
問
に

て
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
町
職
員
の

採
用
年
齢
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
検
討
段
階
な
い
し
、
結
論
は
。

石
橋
議
員　

住
民
負
担
が
多
大
な
冬
季
の

除
雪
費
用
や
暖
房
費
、
公
共
交
通
機
関
が

な
い
に
等
し
く
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
遠
い

こ
の
町
で
の
ガ
ソ
リ
ン
代
等
は
、
居
住
す

る
条
件
と
し
て
不
利
で
あ
る
。
こ
う
し
た

石橋明日香議員

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
向
け
て
の

町
並
み
づ
く
り
は
？

―
川
の
景
観
修
復
、
集
落
景
観
の

保
存
策
を
講
ず
る

町
職
員
の
採
用
年
齢
は

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
？

―
職
員
採
用
を
40
歳
以
下
と
す
る

冬
が
厳
し
く
、
車
社
会
で
あ
る
只
見

町
に
住
む
こ
と
の
不
利
を
解
消
す
る

取
り
組
み
は
？

―
子
育
て
支
援
な
ど

さ
ら
な
る
財
政
出
動
を
検
討
す
る 町

長

石
橋
明
日
香
議
員
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大
切
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
取
組

み
に
は
、
進
め
る
べ
き
道
を
見
え
る
形
で
、

町
民
並
び
に
議
会
に
示
し
、
共
有
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
改

め
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

大
塚
議
員　

JR
只
見
線
の
早
期
復
旧
要
望

活
動
の
件
で
、
Ｓ
Ｌ
復
活
で
の
観
光
路
線

と
し
て
の
活
用
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
要
望
す

る
提
案
は
検
討
し
た
の
か
。

総
務
企
画
課
長　

今
後
、
ど
こ
ま
で
可
能

な
数
字
な
の
か
含
め
て
検
討
す
る
必
要
は

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
　
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
沿
線
町
村
と
連
携

し
、
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
し
な
が
ら
、

要
望
活
動
を
強
め
て
い
き
た
い
。

な
ど
、
全
て
只
見
町
の
将
来
に
か
か
わ
る

大
切
な
問
題
で
あ
る
。

町
　
長　

す
べ
て
町
の
将
来
が
か
か
っ
た

文
化
産
業
を
大
切
に
し
、
地
域
の
自
然
環

境
、
天
然
環
境
を
持
続
可
能
な
形
で
利
活

用
す
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
事
業
を

推
進
し
て
い
る
。

大
塚
議
員　

豪
雨
災
害
の
復
旧
、
復
興
の

道
も
半
ば
の
状
態
で
、
町
長
は
町
民
に
見

え
る
形
で
、
こ
れ
か
ら
の
只
見
町
の
進
む

べ
き
道
・
姿
を
明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
町
民
の
合
意
・
納

得
・
理
解
を
十
分
得
た
う
え
で
の
政
策
を

議
会
に
諮
る
べ
き
で
あ
る
。
役
場
庁
舎
の

基
本
設
計
の
件
、
開
発
セ
ン
タ
ー
の
改

修
・
解
体
の
是
非
の
件
、
JR
只
見
線
の
早

期
復
旧
要
望
活
動
の
件
、
国
道
2
8
9

号
線
早
期
開
通
に
向
け
て
の
取
組
み
の
件

大
塚
議
員　

只
見
町
の
今
後
、
5
年
後
、

10
年
先
を
見
据
え
た
、
今
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
か
つ
最
優
先
課
題

を
何
と
捉
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

町
　
長　

第
六
次
只
見
町
振
興
計
画
で
示

さ
れ
た
町
の
方
針
を
よ
り
具
体
化
す
る
た

め
、
只
見
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
、

そ
れ
を
背
景
に
形
成
さ
れ
た
地
域
の
伝
統

平
成
23
年
7
月
29
日
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に

お
け
る
早
期
の
復
旧
、
復
興
に
当
た
り
、
今
後
の

只
見
町
と
し
て
の
対
応
、
姿
勢
を
明
確
に
示
せ

―
只
見
川
洪
水
検
証
業
務
の

委
託
契
約
の
報
告
が
で
き
る
状
況
で
示
し
た
い
町
長

大
塚
純
一
郎
議
員

大塚純一郎議員

豪雨災害後、小出・只見間を初めて走ったトロッコ
列車（上）と只見駅前で行われた歓迎イベント（下）
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改
修
も
必
要
。
町
民
の
健
康
と
医
療
費
削

減
を
目
的
に
屋
内
プ
ー
ル
も
有
効
。
災
害

時
は
そ
の
水
を
利
用
し
た
り
、
湯
ら
里
を

避
難
所
と
し
て
も
位
置
付
け
し
、「
あ
る

も
の
利
用
」
で
様
々
な
課
題
に
対
応
で
き

る
事
業
の
考
え
方
が
重
要
だ
。

町
　
長　

将
来
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
よ

う
な
意
味
を
含
め
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想

を
考
え
て
い
る
。
エ
コ
パ
ー
ク
と
い
う
一

つ
の
柱
と
只
見
町
の
将
来
像
を
描
く
と
き
、

事
業
が
一
つ
の
方
向
性
に
向
か
っ
て
い
な

い
と
い
け
な
い
。
只
見
の
持
続
可
能
を
目

指
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
検
討
し
て
い
る
。

も
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
を

機
に
小
水
力
だ
け
で
な
く
広
く
目
標
を

持
っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

総
務
企
画
課
長　

象
徴
的
な
事
業
を
や
っ

て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
し
、
町
民
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
町
と
し
て
も

基
本
と
考
え
る
。
町
民
と
の
協
議
を
し
つ

つ
、
取
捨
選
択
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

え
た
観
光
の
在
り
方
と
し
て
全
町
的
に
子

ど
も
の
合
宿
誘
致
に
参
入
し
、
そ
の
た
め

に
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
湯
ら
里
の

理
後
実
施
設
計
に
入
り
、
そ
の
後
は
ま
た

皆
様
と
の
ご
協
議
を
踏
ま
え
予
算
提
案
し

た
い
。

目
黒
議
員　

10
年
後
の
人
口
予
測
は
厳
し

く
、
町
民
負
担
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
は
、
環
境
保
全

に
繫
が
る
と
と
も
に
、
行
政
コ
ス
ト
を
減

ら
し
住
民
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
目
的
で

目
黒
議
員　

湯
ら
里
を
活
用
し
た
観
光
・

福
祉
・
教
育
事
業
が
考
え
ら
れ
る
。
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
を
機
に
視
点
を
変

目
黒
議
員　

大
規
模
ダ
ム
に
よ
っ
て
電
気

を
作
り
出
し
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
町

が
、
今
度
は
自
ら
電
気
を
作
っ
て
町
の
将

来
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
世
界
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
町
と

し
て
今
後
大
儀
あ
る
事
業
だ
。
今
後
の
考

え
を
伺
う
。

総
務
企
画
課
長　

現
在
進
め
て
い
る
只
見

地
区
の
小
水
力
発
電
の
基
本
設
計
を
ま
ず

報
告
し
、
そ
の
活
用
や
採
算
面
な
ど
を
整 目黒仁也議員

視
察
に
訪
れ
た
高
知
県
梼
原
町
の
小
水
力

発
電
施
設

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
後
の
町
の
目
標
が
見
え
な
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
住
民
負
担
の
軽
減
、新
た
な

町
づ
く
り
の「
切
り
口
」に
す
べ
き

―
現
在
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
る

目
黒
仁
也
議
員

町
長

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想
の
狙
い
は

―
町
民
の
健
康
と
医
療
費
削
減
、
交
流

人
口
拡
大
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
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は
、
な
ぜ
外
さ
れ
る
の
か
？

産
業
振
興
課
長　

前
回
、
町
単
独
で
商
工

業
者
の
事
業
所
関
係
の
支
援
を
行
っ
た
際

に
、
対
象
外
に
な
っ
た
部
分
で
あ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
、
県
の
ほ
う
の
線
引
き
、

基
準
に
合
わ
せ
て
、
町
の
ほ
う
で
も
同
様

の
基
準
に
よ
っ
て
、
そ
の
支
援
の
範
囲
を

決
定
し
た
結
果
、
過
去
に
風
俗
店
が
対
象

外
と
な
っ
た
経
過
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
豪
雨
災
害
復
興
基
金
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
？

町
民
生
活
課
長　

町
長
が

特
に
認
め
る
も
の
と
い
う

こ
と
で
、
克
雪
対
策
事
業

と
そ
れ
に
合
致
す
る
も
の

は
含
ま
れ
て
い
る
の
は
事

実
で
あ
る
。

新
国
議
員　

基
金
の
活
用

の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
、

公
平
性
を
確
保
す
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
実
は
、
基

金
の
使
途
の
目
的
を
逸
脱

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
か
ら
、
風
俗
店
の
取

扱
い
で
あ
る
が
、
風
俗
店

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
ぢ
や
」
の
全
面
的
な
支

援
を
う
け
、
内
閣
府
の
災
害
に
係
る
住
家

の
被
害
認
定
基
準
運
用
指
針
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
る
。
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
現
在
、
生
活
再
建
支
援
を
優
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
産
業
振
興
等
の
具

体
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
議
会
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
国
議
員　

今
回
の
基
金
に
つ
い
て
は
、

町
長
も
努
力
さ
れ
、
県
の
ほ
う
も
努
力
し
、

電
力
会
社
も
協
力
す
る
こ
と
で
、
基
金
の

基
が
で
き
て
、
町
民
生
活
に
支
障
な
い
と

い
う
本
来
の
目
的
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
基
金
で
あ
る
。
説
明
会
で
、
町
長

が
特
に
認
め
る
も
の
の
な
か
に
、
克
雪
対

策
と
し
て
屋
根
の
改
善
な
ど
と
い
う
説
明

新
国
議
員　

復
興
基
金
対
象
事
業
に
つ
い

て
、
住
宅
被
災
に
対
し
て
、
正
確
な
状
況

把
握
を
町
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
か
？ 

町
　
長　

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
お
け

る
被
害
認
定
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
8
月
10
日
か
ら
実
施
を
し
た
。
町
職
員

に
は
被
害
認
定
業
務
の
経
験
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
災
害
対
応
の
た
め
の
自
治
体

間
の
支
援
組
織
で
あ
る
「
中
越
大
震
災新國秀一議員

豪雨災害からの復興はなかなか進まない（小川橋の工事現場）

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
基
金
対
象
事
業
に
つ
い
て

被
災
者
把
握
と
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
問
う

―
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

議
会
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

新
國
秀
一
議
員

町
長
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時
ア
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意
見
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

総
務
企
画
課
長　

住
民
の
盛
り
上
が
り
、

理
解
が
十
分
だ
と
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
町
長
を
中
心
と
し
て
積
極
的
に
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

小
沼
議
員　

町
が
掲
げ
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
町
民
が
地
域
活
動
活

性
化
の
一
環
と
し
て
出
て
き
た
意
見
等
を

検
討
委
員
会
に
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
　
長　

そ
れ
が
本
当
の
よ
い
姿
で
あ
る
、

そ
う
い
っ
た
視
点
を
大
事
に
進
め
た
い
。

え
は
？

町
　
長　

一
番
大
き
な
課
題
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。
町
政
全
般
に
町
民
の
方
々
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

小
沼
議
員　

や
は
り
正
確
な
情
報
を
よ
り

早
く
出
す
こ
と
が
有
効
で
は
な
い
か
。

総
務
企
画
課
長　

き
ち
ん
と
し
た
情
報
を

公
表
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
。

し
て
い
く
。

小
沼
議
員　

町
民
に
こ
の
事
業
に
対
す
る

認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
の
考

小
沼
議
員　

原
発
事
故
か
ら
3
年
目
と

な
っ
て
状
況
が
変
わ
っ
て
来
て
い
る
よ
う

だ
が
、
同
じ
取
組
み
で
良
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

復
興
マ
イ
ン
ド
の
低
下

が
出
て
き
て
い
る
の
で
、
効
果
の
あ
る
も

の
は
継
続
、
効
果
の
薄
く
な
っ
た
も
の
は

小
沼
議
員　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定

登
録
に
向
け
動
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町

民
の
中
か
ら
は
関
心
の
無
い
お
話
を
聞
く
。

今
後
ど
の
様
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
の
か
。

町
　
長　

役
場
内
の
若
手
職
員
を
中
心
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
エ

コ
パ
ー
ク
構
想
の
中
で
将
来
町
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
検
討
し
事
業
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。
対
外
的
に
は
本
年
度
、
国

内
の
関
連
市
町
村
が
集
ま
り
連
携
を
強
化 小沼信孝議員

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
将
来
町
が
取
り
組
む
課
題

を
検
討
し
て
い
る
。
町
民
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
取

り
組
み
を
理
解
す
る
機
会
を
作
り
た
い

小
沼
信
孝
議
員

町
長

風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て

―
数
々
の
取
り
組
み
を
し
て
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
依
然
根
強
い

風
評
被
害
が
あ
る
の
も
現
状
で
あ
る
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教
育
長　

子
ど
も
達
に
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
現
在
進
め
て
い
る
と
い
う
状

況
に
あ
り
、
併
せ
て
、
只
見
学
を
通
し
て
、

自
分
達
の
地
域
を
支
え
る
と
い
う
、
そ
う

い
う
教
育
に
転
換
を
し
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
一
つ
に
は
区
、
各
業
種
、
業
界
、
各

団
体
そ
う
い
う
連
携
の
中
で
町
民
総
参
加

の
学
習
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

総
務
企
画
課
長　

若
い
職
員
を
中
心
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
今
年
度
か
ら
立
ち

上
げ
て
い
る
。
集
落
、
地
域
の
方
、
町
に

い
ろ
い
ろ
交
流
の
あ
る
町
内
外
の
方
を
含

め
た
そ
う
い
っ
た
総
意
を
結
集
し
て
や
っ

て
い
く
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

経
済
の
持
続
的
可
能
な
発
展
を
、
産
業
の

振
興
に
結
び
つ
け
る
地
域
住
民
の
勉
強
が

必
要
で
は
な
い
か
。

査
の
上
、
可
能
で
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

産
業
振
興
課
長　

今
現
在
、
町
内
の
耕
作

放
棄
地
は
約
2
6
0
町
歩
あ
り
農
地
全

体
の
26
％
で
、
耕
す
労
働
力
の
確
保
が
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

佐
藤
議
員　

町
独
自
制
度
の
確
立
を
。

総
務
企
画
課
長　

自
ら
考
え
自
ら
実
践
す

る
ま
ち
づ
く
り
基
金
も
25
年
度
で
終
わ
る
。

26
年
度
に
向
か
っ
て
は
、
機
構
改
革
で
、

住
民
・
地
域
・
集
落
・
地
域
、
そ
し
て
グ

ル
ー
プ
・
団
体
等
へ
の
新
た
な
支
援
策
、

財
源
確
保
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

て
と
し
て
捉
え
、
集
落
活
性
化
や
営
農
環

境
保
全
、
担
い
手
確
保
の
視
点
か
ら
、
積

極
的
な
情
報
提
供
や
集
落
支
援
活
動
に
努

め
て
い
き
た
い
。

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー
長　

大
学
生
等
の
受

け
入
れ
支
援
に
つ
い
て
は
、
県
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
終
了
後
、
集
落
元
気
づ
く
り
事
業

で
、
交
通
費
等
に
5
万
円
を
支
出
し
て
い

る
。
宿
泊
費
等
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
審

理
解
す
る
上
で
、
重
点
的
に
只
見
学
を
推

進
し
て
頂
き
た
い
。

２
．
エ
コ
パ
ー
ク
の
目
的
で
あ
る
、
社
会

佐
藤
議
員　

年
々
、
町
も
耕
作
放
棄
地
が

増
え
続
け
て
お
り
、
里
山
の
原
風
景
が
失

わ
れ
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
都
市
部

の
住
民
、
大
企
業
の
従
業
員
や
大
学
等
を

対
象
に
只
見
町
独
自
の
、
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
制
度
の
よ
う
な
制
度
を
創
設
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
町
の
考
え
を
質
し
た
い
。

町
　
長　

町
と
し
て
も
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー

制
度
は
耕
作
放
棄
地
対
策
の
有
効
な
手
立

佐
藤
議
員　

現
況
と
認
定
後
に
お
け
る
、

地
域
活
動
の
エ
コ
パ
ー
ク
へ
の
結
び
つ
け

等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
　
長　

来
年
度
を
目
標
に
検
討
を
進
め

る
機
構
改
革
と
も
関
連
し
て
く
る
が
、
振

興
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
集
落
・

地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
住
民
交
流
を
主
体
と

し
た
地
域
づ
く
り
の
実
践
を
通
じ
理
解
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
た
い
。

佐
藤
議
員　

１
．
只
見
の
歴
史
、
文
化
を佐藤孝義議員

耕
作
放
棄
地
の
活
用
に
つ
い
て

―
情
報
提
供
や
集
落
支
援
活
動
に
努
め
る

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
認
定
へ
の
進
捗
状
況
と
町
民
へ

の
理
解
度
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

―
住
民
交
流
を
主
体
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
、

理
解
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

佐
藤
孝
義
議
員

町
長
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藤
田
議
員　

つ
る
細
工
の
振
興
に
つ
い
て
、

高
齢
化
に
よ
り
作
り
手
が
減
っ
て
い
る
。

一
方
で
町
内
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
伝
統
技

法
を
学
ん
で
販
売
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
。
講
師
の
確
保
や
作
品
発
表
の
場
の

提
供
な
ど
支
援
で
き
な
い
か
？

教
育
長　

講
師
の
確
保
等
に
は
、
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。

藤
田
議
員　

教
育
委
員
会
で
構
想
策
定
中

の
民
具
収
蔵
展
示
館
は
、
展
示
だ
け
で
な

く
、
作
っ
た
り
体
験
で
き
る
構
想
を
描
い

て
欲
し
い
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
も

繫
が
る
と
思
い
提
案
す
る
。

教
育
長　

提
案
さ
れ
た
伝
統
技
術
の
継
承

は
非
常
に
意
義
深
い
。
基
本
構
想
に
加
え

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

歩
踏
み
込
ん
で
直
接
所
有
者
に
会
い
改
善

を
求
め
る
取
り
組
み
は
、
今
ま
で
さ
れ
た

の
か
。

環
境
整
備
課
長　

屋
根
の
雪
が
落
ち
て
事

故
に
な
れ
ば
、
所
有
者
の
責
任
と
な
り
ま

す
。
町
で
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

種
々
対
応
し
て
行
く
。

藤
田
議
員　

二
つ
の
取
り
組
み
を
提
案
し

た
い
。
一
つ
は
、
雪
対
策
の
条
例
を
作
る

こ
と
。
二
つ
目
は
、
危
険
な
空
き
家
の
所

有
者
に
直
接
会
っ
て
交
渉
す
る
こ
と
。
ぜ

ひ
、
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

環
境
整
備
課
長　

条
例
に
つ
い
て
は
、
実

効
性
が
あ
る
の
か
調
査
し
た
い
。
所
有
者

と
の
面
談
は
、
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

を
行
っ
て
い
る
。
道
路
に
面
し
た
危
険
な

空
き
家
対
策
は
、
所
有
者
に
雪
処
理
を
依

頼
し
て
い
る
。
不
在
の
場
合
は
、
看
板
設

置
や
道
路
の
一
時
通
行
止
め
を
し
て
い
る
。

藤
田
議
員　

看
板
の
設
置
や
交
通
止
め
程

度
の
対
応
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
一

藤
田
議
員　

空
き
家
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
通
学
路
に
面
し
て
い
て
冬
期
間
、
落

雪
の
危
険
な
場
所
も
多
い
。
ど
う
対
応
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
町
内
の
若
者
が

結
婚
し
て
住
宅
探
し
に
大
変
な
苦
労
を
し

て
い
る
と
聞
く
。
若
者
定
住
は
、
町
と
し

て
大
き
な
課
題
だ
と
思
う
。
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
　
長　

地
区
セ
ン
タ
ー
で
空
き
家
の
実

態
調
査
を
進
め
て
い
る
。
若
者
定
住
に
情

報
提
供
で
き
る
よ
う
連
携
し
た
取
り
組
み 藤田　力議員

体
験
も
で
き
る
民
具
収
蔵
展
示

館
の
構
想
を
描
く
べ
き

―
今
後
の
施
設
整
備
基
本
構
想
に

加
え
る
こ
と
を
検
討
す
る

伝統技術の継承が求められる
つる細工

現
在
の
収
蔵
庫
（
黒
谷
）

屋
根
か
ら
の
落
雪
、

雪
対
策
の
条
例
設
置
に
つ
い
て

―
実
効
性
が
あ
る
の
か
調
査
し
た
い

藤

田

 

力
議
員

町
長
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な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

元
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
皆
様
方
の

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
協
議
を
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
早
急
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

説
明
不
足
と
い
う
よ
う
な
方
々
を
対
象
に

し
た
説
明
会
の
開
催
も
検
討
し
な
け
れ
ば

中
野
議
員　

復
興
基
金
の
対
象
で
あ
る

「
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
事
業
」
の
具
体

的
時
期
お
よ
び
具
体
策
に
つ
い
て
問
う
。

町
　
長　

基
金
の
目
的
に
沿
っ
て
、
今
後
、

効
果
的
な
事
業
の
構
築
を
議

員
各
位
の
ご
提
言
も
い
た
だ

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

中
野
議
員　

こ
の
支
援
策
に

つ
い
て
は
、
直
接
的
な
支
援

は
最
後
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
町
民
の
方
々
の
聴
き
取

り
調
査
等
、
し
っ
か
り
つ
く

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
　
長　

実
態
調
査
を
併
せ

な
が
ら
今
後
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

の
方
か
ら
総
額
8
2
3
6
万
5
0
0
0

円
の
交
付
申
請
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち

28
世
帯
8
1
6
9
万
6
0
0
0
円
の
交

付
が
完
了
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
勤
務

の
都
合
な
ど
に
よ
り
日
中
の
来
庁
が
困
難

な
方
を
対
象
に
、
時
間
外
の
相
談
お
よ
び

受
付
も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
対
象
者
の
方
々
に
呼
び
か
け
を
行

い
、
被
災
者
生
活
再
建
新
事
業
の
さ
ら
な

る
進
捗
を
図
る
。

中
野
議
員　

説
明
会
が
終
了
し
、
様
々
な

声
を
聞
く
。
あ
と
は
窓
口
で
受
け
付
け
れ

ば
い
い
。
そ
の
よ
う
な
態
度
は
、
最
終
申

請
ま
で
は
時
間
が
あ
り
、
い
か
が
な
も
の

か
と
思
う
。

町
民
生
活
課
長　

も
う
一
度
聞
き
た
い
、

中
野
議
員　

豪
雨
災
害
被
災
住
民
の
「
生

活
再
建
支
援
事
業
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

町
　
長　

5
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間

に
5
会
場
で
延
べ
8
回
の
説
明
会
を
開
催

し
、
1
0
2
世
帯
の
方
に
ご
出
席
を
い

た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
5
月
20
日
か
ら
交
付
申
請
の
受

付
を
開
始
し
、
6
月
14
日
現
在
で
29
世
帯中野大徳議員

町
民
の
聴
き
取
り
調
査
を

し
っ
か
り
と
行
う
べ
き

―
地
元
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
し
っ
か
り

取
り
組
む

豪雨災害の復旧工事現場（叶津）

豪
雨
災
害
被
災
住
民
の「
生
活
再

建
支
援
事
業
」の
進
捗
状
況
は

―
説
明
不
足
の
方
を
対
象
と
し
た

説
明
会
の
開
催
も
検
討
す
る

中
野
大
徳
議
員

町
長
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は
、
事
態
の
説
明
と
謝
罪
が
な
け
れ
ば
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。

町
　
長　

被
災
し
た
方
々
に
寄
り
添
っ
た

対
応
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
の
大

き
な
反
省
点
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の

問
題
か
ら
早
く
脱
却
で
き
な
け
れ
ば
、
町

民
が
一
つ
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

行
こ
う
と
い
う
「
声
か
け
」
も
虚
し
く
な

る
。
そ
の
指
摘
は
十
分
心
に
受
け
止
め
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
町
民
に
対
す
る

謝
罪
に
つ
い
て
は
、
6
月
21
日
の
超
学
際

的
研
究
機
構
の
調
査
報
告
を
待
ち
判
断
し

た
い
。

り
を
つ
け
な
い
と
町
は
先
に
進
め
な
い
。

早
く
決
着
を
つ
け
、
町
長
も
議
会
も
住
民

も
只
見
町
が
一
丸
と
な
っ
て
前
に
進
む
に

た
こ
と
を
不
適
切
と
認
め
、
す
べ
て
の
住

民
に
対
し
説
明
し
謝
罪
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
　
長　

只
見
町
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ

て
対
応
す
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
こ
の

計
画
に
沿
っ
た
通
知
通
報
が
で
き
な
か
っ

た
事
に
は
痛
恨
の
思
い
が
あ
る
。

酒
井
議
員　

こ
れ
を
不
問
に
し
た
ま
ま
で

は
、
今
後
の
目
黒
町
政
は
住
民
の
信
頼
を

得
る
こ
と
が
難
し
い
と
危
惧
す
る
。
先
の

副
町
長
人
事
の
結
果
も
、
こ
の
あ
た
り
が

不
信
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
執

行
機
関
の
補
助
機
関
た
る
副
町
長
が
不
在

で
は
、
政
策
が
安
定
せ
ず
町
長
に
と
っ
て

も
住
民
や
議
会
に
と
っ
て
も
大
変
不
幸
な

事
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
般
職
員
は
過

剰
な
答
弁
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
不
適
切

で
あ
っ
た
こ
の
問
題
は
、
ど
こ
か
で
区
切

酒
井
議
員　

洪
水
の
要
因
と
関
係
が
あ
る

電
発
が
調
査
依
頼
し
た
日
本
土
木
学
会
は
、

肝
心
な
項
目
を
除
外
し
調
査
報
告
し
た
。

そ
れ
は
ダ
ム
放
流
の
際
の
住
民
に
対
す
る

通
知
通
報
と
河
川
の
堆
砂
状
態
で
あ
る
。

ま
た
、
災
害
時
に
為
す
べ
き
こ
と
が
決
め

ら
れ
て
い
る
「
只
見
町
地
域
防
災
計
画
」

に
よ
ら
な
い
町
の
災
害
対
策
が
あ
っ
た
。

町
が
ダ
ム
放
流
の
事
前
連
絡
が
あ
っ
た
事

実
を
住
民
に
広
報
せ
ず
、
被
害
が
拡
大
し 酒井右一議員

甚大な被害を受けた豪雨災害当時の八木沢地区

町
が
発
注
し
た
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の

原
因
調
査
に
つ
い
て
、
い
つ
公
表
す
る
の
か

―
今
月
中
に
、
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
報
告
す
る

酒
井
右
一
議
員

町
長
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こ
の
町
を
想
い
、町
政
を
問
う
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議員の突撃
インタビュー

聴かせてくんつぇ！聴かせてくんつぇ！

町政や議会等に対してどのように考えているのかを
町民の方々に議会広報特別委員会の委員が直接お伺
いして、さまざまな想いを聴かせていただきました。

今
い ま

井
い

 博
ひろし

さん（布沢）
2001年に布沢の廃村となった毘
沙沢に Iターンされ、家具工房を
営むかたわら、今年は一級建築
士事務所を開設されました。

目
め

黒
ぐ ろ

ル ミ さん（坂田）
明和自治振興会のメンバーとし
て、少子過疎高齢化の地域課題
に対し、積極的な取り組みをさ
れています。

議会（一般質問）を傍聴して

結構ちゃんとまじめにやってい
るんだな、というのが第一印象で
す。傍聴に来ている人が全然いな
いのに少々驚きましたが、そんな
ものなのでしょうか。議会のイン
ターネット配信など取り入れ、少
しでも多くの町民に見てもらえる
といいのに、と思います。
議会と町当局が対峙してやりあ
う議会よりも、こんな小さな町な
のだから、もう少しお互いに共に
町づくりをしていくという意識で
建設的な議論をしたらいいと思い
ます。議員が質問しても保守的な

議会に対して、どのような
イメージを持っていますか。
議会に対しては敬遠してい
ました。議会でやっている

ことが分からないし、見えてこな
い。町民の代表、町民の代弁者と
いわれていますが、町民に直結し
ているところが見えてきません。
議会だよりを読んでも分かりにく
いです。

議会に対して望むことはあ
りますか。
今、只見町でもニートの若
者が多くて、多くの知らな

い若者がいっぱいいます。一度都

返答しかしない町側と、批判ばか
りする議会ではどうなのかな、と
思いました。
議員は町民の代表ですが、ちゃ
んと町民の意見を吸い上げての意
見なのか、議員個々人の考えなの
かが、いまいちよくわからないと
思いました。それでも、今回は特
に私が今一番関心を持っている内
容での質問が多かったので、興味
深く聴きました。
議会だよりでも大体のことは把
握できますが、細かい部分につい
てはやはり実際に聴きに行くこと
が一番だと実感しました。また絶
対聴きに行きます。

会に出て帰ってきた人たちだと思
います。また、高齢の親の面倒を
見ながら一緒に暮らしている30
～ 40代の独身の人も多くなって
います。そういう人たちは、働き
たくても働けないでいます。今の
行政の制度では、これらの人たち
に対しての支援策がなく、疎外さ
れているように見えます。生活弱
者であるそういう人たちの悩み、
課題に対して議員の人たちはもっ
と耳を傾けて欲しいです。すぐに
解決できる問題ではないですが、
寄り添っていただくことが大切だ
と思います。

答

答

問

問



議会の主な動き 平成25年5月1日～7月31日

愛
と
復
興

議
会
だ
よ
り
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●
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

の
副
会
長
に
就
任

齋
藤
邦
夫
議
長
が
、
副
会
長
に
選
任
さ
れ

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

〈
会
　
長
〉
八
島
博
正
（
国
見
町
議
会
議
長
）

〈
副
会
長
〉
齋
藤
邦
夫
（
只
見
町
議
会
議
長
）

小
山
克
彦
（
天
栄
村
議
会
議
長
）

大
変
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
御
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
前
回
の
議
会
だ
よ
り
の
5
ペ
ー
ジ

「
予
算
の
概
要
」
の
ペ
ー
ジ
に
歳
出
グ
ラ

フ
を
2
つ
掲
載
し
ま
し
た
が
、
読
ん
だ
方

か
ら
「
何
を
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
な
ぜ
議
会

広
報
誌
の
発
行
が
遅
れ
る
の
か
」
な
ど
大

変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
説

明
が
足
り
ず
、
誤
解
を
招
い
て
し
ま
い
ま

し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
議
会
広
報
の
早
期
発
行
並
び
に

よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
で
皆
さ
ん
に
伝

え
る
べ
く
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
議
会
だ
よ
り
の
内

容
に
直
接
ご
意
見
を
伝
え
た
い
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
委
員
長　

山
岸
フ
ミ
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

山
岸
フ
ミ
子

副
委
員
長　
　

石
橋
明
日
香

委　
　

員　
　

大
塚
純
一
郎

中
野
大
徳

目
黒
仁
也

小
沼
信
孝

編

集

後

記

あなたの意見が議会を変える
議会活動や議会だより等に関して
ご意見のある方は、電話・手紙・
メール（gikai@town.tadami.lg.jp）で
お寄せください。直接意見を伝え
たいという方は、議員と事務局が
伺いますので、ご連絡ください。
※「なじょだったかない？」……只見町
の方言で「どうでしたか？」という意味。

パソコンやスマートフォンから只
見町議会のホームページに入って
いただくと議会本会議の議事録を
見ることができます。議事録のデー
タ作成のため議会終了後よりお時
間をいただいていますが、随時更
新していますのでご覧ください。
ht tp : / /www. tadami .g r. jp /g ika i /
gikaitop.html

5月 9日 会津総合開発協議会南会津地方部会総会
5月13日～ 15日　総務厚生常任委員会視察研修（高知県梼原町）
5月20日 新消防体制検討委員会
5月22日 南会津地方行政研究会
5月23日～ 24日　議会運営委員会視察研修（山形県）
5月25日 市民と議員の条例づくり交流会議（会津若松市）
5月27日 会津総合開発協議会定例総会
5月28～ 29日　全国町村議会議長・副議長研修会
6月 3日～ 4日　南会津地方環境衛生組合議員研修（長野県）
6月 6日 福島県町村議会議長会定期総会
6月10日 会津線等対策協議会総会
6月13日 議会 6月会議（～ 19日）
6月21日 議会 6月第 2回会議
6月24日 災害状況ヘリ視察
6月25日 南会津地方環境衛生組合臨時議会、南会津地方広域市町村圏組

合第1回臨時会議
6月26日 福島県市町村総合事務組合議会臨時会
6月27日 第64回南会津郡議員大会（下郷町）
7月 2日 会津縦貫南道路整備促進期成同盟会地方要望（郡山市、仙台市）
7月 3日～ 5日　南会津地方町村議会議長会視察研修（鹿児島県）
7月10日 県道小林舘ノ川線改良促進期成同盟会総会
7月11日 全国森林環境税創設促進議員連盟第20回定期総会（南会津町）
7月16日 議会 7月会議
7月17日 会津縦貫南道路整備促進に係る県要望
7月17日～ 19日　経済文教常任委員会視察研修（長野県、山梨県、千葉県）
7月18日 JR東日本本社及び国への緊急要望
7月22日 議会 7月第 2回会議
7月25日 滝トンネル開通式、八十里越地点開発促進期成同盟会、第47回

全会津商工観光推進大会
7月26日 八十里越地点開発促進期成同盟会現地視察、第29回両沼地方町

村議会議員大会
7月29日 「会津を拓く重点要望事項」に係る国出先機関等への要望活動
7月30日 後期高齢者医療広域連合議会定例会、只見・金山・昭和県道改

修促進期成同盟会総会
7月31日 福島県町村議会議長会要望活動（東京都）
〈その他〉
委員会開催18回（常任委員会 8回、特別委員会 5回、議会運営委員会 5回）、
全員協議会 4回、本会議10日


